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特別損失の発生（単体）及び平成 21 年３月期通期業績（連結・個別）予想の修正について 

 
 当社は、平成 21 年 5 月 15 日開催の当社取締役会において、当社単体の特別損失を計上することを決議い
たしましたので、その概要をお知らせします。これに伴い、また、最近の業績の動向を踏まえ、平成 20 年
11 月 10 日発表いたしました平成 21 年 3 月期の業績予想を修正いたします。 
 

記 
１． 特別損失（単体）の発生とその内容 

当社単体の平成 21 年３月期第４四半期（平成 21 年 1 月 1 日から平成 21 年 3 月 31 日）において、
下記のとおり特別損失を計上することとなりましたので、お知らせいたします。 
 

(1)貸倒引当金繰入損 
リスク管理の厳格化を図るため、より厳格かつ保守的に財務状況を精査いたしました結果、貸倒引
当金繰入額 250 百万円を当社単体特別損失として計上いたします。 
 

２．平成 21 年 3 月期（連結・個別）業績予想の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日） 
(1) 連結 

（単位：百万円） 
 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
1 株当たり 
当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） 9,791 65 46 △331 △89 円 10 銭 
今回修正（Ｂ） 10,002 41 25 △749 △202 円 19 銭 
増減額（Ｂ－Ａ） 211 △24 △21 △418 － 
増 減 率 2.1% △37.0% △45.7% － － 
（ご参考） 
前期実績（平成20年3月期） 

9,151 △115 △113 △145 △39 円 05 銭 

(2) 個別 
（単位：百万円） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1 株当たり 
当 期 純 利 益 

前回予想（Ａ） 8,150 113 117 △499 △134 円 36 銭 
今回修正（Ｂ） 8,193 75 77 △901 △243 円 23 銭 
増減額（Ｂ－Ａ） 43 △37 △39 △402 － 
増 減 率 0.5% △32.8% △33.7% － － 
（ご参考） 
前期実績（平成20年3月期） 

7,655 △17 3 △28 △7 円 54 銭 

 



(２) 修正理由 
当連結会計年度のわが国経済は、前年からの原油価格や原材料の高騰が続くなか、米国大手金

融機関の破綻に端を発した世界同時不況の進行により、国内外とも需要が停滞し、企業収益が急激
に悪化して生産調整や雇用調整の動きが広がり、株式市場の急落や急激な円高も加わって、景気は
極めて厳しい状況で推移しました。広告業界におきましても、企業の広告費抑制により広告全体で
前年を下回りました。また、印刷業界におきましては、原材料の高止まりによる企業収益への影響
は大きく、企業間競争による受注価格の下落など厳しい経営環境のまま推移致しました。 
このような状況のなか、当社グループといたしまして、グループ相互の融合を図り、事業エリア

の拡大および販売促進活動の企画提案による受注拡大を目指すと共に、インターネットを活用したデ
ジタルチラシの提案を行いました。また、一方では韓国エンターテイメント情報を発信するインター
ネットサイト「韓国再発見」等のインターネット販売や韓流タレントの写真展開催にも注力致しまし
た。 
以上の結果、売上高は、新規顧客の獲得と既存顧客のシェア拡大および韓流イベントにおけるグ

ッズの制作販売が拡大いたしましたことにより、10,002百万円となり業績予想を上回りました。 
しかし、社内管理体制の整備にともなう各種支払手数料および人件費の増加により営業利益およ

び経常利益は予想額を下回りました。 
子会社の業績不振が続いたことから、「固定資産の減損に係る会計基準」及び「金融商品に関する

会計基準」に基づき計上いたしました減損損失 322 百万円、投資有価証券評価損 98 百万円、並びに
貸倒引当金繰入額 250 百万円、繰延税金資産の取り崩しを含めた法人税等合計 94 百万円を計上する
ため当期純損失の予想を下回りました。 

 
 

以  上 


